第六回　一乗谷朝倉氏遺跡吟行俳句大会　入賞作品
　　　　　　　　　　　平成二十年十月二十六日　開催
○福井県知事賞
朝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(もず),鵙)や　ふと義景の　声かとも
○福井市長賞
光秀の　密書か城戸の　落し文
○福井県俳句作家協会長賞
屋根に石　置ける町屋に　秋の冷
○一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会長賞

橋替へて　植樹祭待つ　返り花
○入選

遺跡たどる　今日の案内は　薄紅葉
仏らの　影立ち上がる　すすき原
葛刈られ　砦は風を　失へり
唐門は　遺跡の鎧　秋深む
朝倉の　野積み石佛　鵙のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(にえ),贄)
末枯の　野辺や朝倉　五代跡
唐門を　飾るものなし　竹の春
復原の　鍛冶屋紺屋へ　秋の風
武者の如　立つ岩あまた　秋の風
幾何学で　解けぬ城あと　石の露
